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2017年 3月期第 1四半期決算に関する主な質問 

 

2016年 9月 27日 

セガサミーホールディングス株式会社 

 

2017年 3月期 第 1四半期 実績 

■全体について 

Q：前年同期比で増収、黒字転換した主な要因は？ 

A：前年同期に新作パチスロタイトルが無かった遊技機事業において、新作タイトルの販売を行ったことや、エンタテインメントコ

ンテンツ事業においても、全体的に前年同期比で主力タイトルの売上が好調だったことから、増収、黒字転換となりました。 

 

■遊技機事業について 

Q：前年同期比で増収、黒字転換となった要因は？ 

A：『パチスロ コードギアス 反逆のルルーシュ R2』を中心に、前年同期比でパチスロ遊技機の販売台数が大幅に増加した

事や、パチンコ遊技機において液晶非搭載の『ＣＲビッグドリーム～神撃９９Ｖｅｒ．』等の販売が好調に推移したこ

とに伴い、増収・黒字転換となりました。 

 

■エンタテインメントコンテンツ事業について 

Q：前年同期比で増収、黒字転換となった要因は？ 

A：『ファンタシースターオンライン２』のPlayStation®4対応をはじめとしたデジタルゲーム分野や、新作タイトル

『TotalWar:WARHAMMER』が好調に推移したパッケージゲーム分野が堅調に推移したほか、アミューズメント機器・

施設分野においては新作タイトル『艦これアーケード』等の販売・稼働が好調に推移したことなどから、前年同期比で増

収・黒字転換となりました。 

 

■リゾート事業について 

Q：前期同期比で損失幅拡大となった要因は？ 

A：『フェニックス・シーガイア・リゾート』において、平成28年（2016年）熊本地震の影響により、一時的に宿泊、ゴル

フ、宴会等の一部キャンセルが発生したことなどにより損失幅拡大となりました。 

 

 

 

2017年 3月期 第 2四半期以降の見通し 

■全体について 

Q：第 1四半期時点で好調な滑り出しのようだが、業績予想を修正しないのか？ 

A：第 1 四半期は好調な出だしではあった事に加え、7 月 13 日公表の固定資産の譲渡に伴う固定資産売却益を特別利

益としての計上を見込んでいる一方で、遊技機事業の大型タイトルの販売動向や納品スケジュール等、引き続き各事業

において見極めが必要な項目が残存しております。それらを踏まえた業績見通しにつきましては現在精査中であることから、

見通しが明らかになり次第、改めてお知らせいたします。 
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■遊技機事業について 

Q：第 2四半期以降の見通しは？ 

A：パチスロ遊技機において、新作タイトル『パチスロ BLOOD+ 二人の女王』や、主力タイトル『北斗の拳』シリーズの最新

作『パチスロ北斗の拳 修羅の国篇』等の販売を予定しております。また、パチンコ遊技機において、主力タイトル『ぱちん

こＣＲ蒼天の拳 天帰』等の複数タイトルの販売を予定しております。 

 

Q：遊技くぎ問題における対象機種の回収撤去のスケジュールは？ 

A：パチンコ・パチスロ産業21世紀会が『検定機と性能が異なる可能性のあるぱちんこ遊技機』の回収・撤去を平成28年12

月末までに行うことを宣言した声明内容に基づき、該当する遊技機の回収・撤去に協力いたします。 

 

■エンタテインメントコンテンツ事業について 

Q：第 2四半期以降の見通しは？ 

A：デジタルゲーム分野において、『ファンタシースターオンライン２』の 4周年記念イベントに伴うアップデートや『チェインクロニ

クル ～絆の新大陸～』、『ぷよぷよ!!クエスト』、『オルタンシア・サーガ -蒼の騎士団-』等の既存主力タイトルを中心に

収益貢献を見込んでおります。パッケージゲーム分野において、『ペルソナ５』等の主力タイトルの発売を予定しているほか、

アミューズメント機器・施設分野において、引き続き『艦これアーケード』の収益貢献に加え、自社製品の新作タイトルの導

入により、収益性の向上を目指しております。また、映像・玩具分野において、配給収入や主力玩具製品の販売を予定

しております。 

 

■リゾート事業について 

Q：国内における IR法案の動向は？ 

A：弊社は回答する立場にございませんが、IR 事業を成長分野と位置付けており、韓国・仁川において韓国初となる本格的

統合型リゾート『パラダイスシティ』の開業に向けた取り組みなどの先行投資を進めております。 

 

■その他 

Q：VR に対する取り組みは？ 

A：パッケージゲーム分野において、10 月 13 日の PlayStation®VR の発売と同時に、専用ソフト『初音ミク VR フューチャ

ーライブ』をリリースする他、『東京ジョイポリス』において、世界初となるフリーロームで 6 人同時プレイが可能な『ZERO 

LATENCY VR』をはじめとした、新作 VR アトラクションを複数オープンするなど取り組んでおります。 

 

 

以上 

 

※本資料における業績見通し等の内容は、現時点で入手可能な情報に基づき、経営者が判断したものであります。 

従って、これらの内容はリスクや不確実性を含んでおり、将来における実際の業績は、様々な影響によって大きく異なる結果と

なりうることを予めご承知おき下さい。 


